
草原の変化に伴う草原性チョウ類への影響の事例 
●生活様式の変化に伴い、草原は過去 50 年間に大きく減少し、現在はわずかに残るのみである。 

●草原に生息・生育する昆虫や鳥類、植物には著しく減少したものがある。 
 

草地面積の推移 
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半自然草原の分布 

 

阿蘇地域における半自然草原の変遷 

生活様式の変化、畜産業の低迷、畜産農家の高齢化などにより草原維持活動が困難になりつつあり、近年は草原の面積の

減少や変容が進み、草原環境が悪化している。 

 
明治大正期               昭和20年代               現代 

阿蘇の草原面積の変遷（緑色の部分が草原）  

国土地理院発行地形図より判読 

出典： 財団法人国立公園協会「自然景観地における農耕地・草地の景観保全管理手法に関する調査研究」（平成７年） 

 

草原に生息するチョウ、オオウラギンヒョウモン（絶滅危惧Ⅰ類）の分布域の縮小 
かつては広く日本に生息していたが、1950 年以降多くの生息地が消失し、現在は７県に残るのみである。熊本県以外

の生息地はごく僅かで、各県に数箇所ずつしかない。 

 

 
出典：環境庁自然保護局:第 2,4,5 回自然環境保全基礎調査（植生調査報告書） 

1994-1998 年度時点の調査データを反映。 

 
オオウラギンヒョウモン 

提供：特定非営利活動法人 日本チョウ類保全協会 

出典（地図・グラフとも）：Nakamura Y, 2011. Conservation of butterflies  

in Japan:status, actions and strategy. J Insect Conserv (2011) 15:5–22. 
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注：林業センサスより、「森林以外の草生地（野草地）」

の値を使用 

森林以外の土地で野草地（永年牧草地、退化牧草地、
耕作放棄した土地で野草地化した土地を含む）、かん

木類が繁茂している土地をいう。河川敷、けい畔、
ていとう（堤塘）、道路敷、ゴルフ場等は草生してい
ても含めない。 

出典：農林水産省（2003），林業センサス累計統計
書（昭和 35 年～平成 12 年）、農林水産省（2005），
2005 年農林業センサス 
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